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令和７年度 特別支援教室の教育課程について（届） 

 

このことについて、東久留米市立学校の管理運営に関する規則第２０条により、学校教育法施

行規則第１４０条の規定に基づく特別支援教室による指導の教育課程を下記のとおりお届けし

ます。 

 

記 

 

  １ 特別支援教室の教育目標 

(1) 良き社会人の育成のため、自己を理解し、自立し、社会参加する資質を養う。 

(2) 個々の課題に応じて、授業に集中する力、指示を聞き実行する力、他者視点に立つ力をつける。 

 

  ２ 教育目標を達成するための基本方針 

(1) 自立活動を通して、発達障害のある生徒が学習上又は生活上の困難を改善・克服するた

めに必要な態度および習慣を養う。 

(2) 在籍学級担任をはじめとした生徒に関わる大人同士で連携をとり、障害の状態や特性を

把握し、生徒の状況に応じた支援を行う。また、自立活動を通して伸長した力が在籍学級

で十分発揮できるよう、一年間での退室に向けての環境整備や対応の工夫について適宜助

言を行う。 

 

  ３ 指導の重点 

(1) 自分の気持ちや行動をコントロールする力、変化する状況に対応する力を育むとともに、

障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服する意欲の向上を図る。 

(2) 自己理解を深めるとともに、他者視点を養う。 

(3) 場や相手に応じたコミュニケーションの力を育成し、集団参加の基盤を培う。 

 

  ４ その他の配慮事項 

(1) 生徒の特性や実態を考慮して指導時間数や指導形態を決定し、個別の指導計画を作成す

る。それをもとに、在籍学級の時間割を考慮した上で個々の時間割をつくる。 

(2) 連携型個別指導計画については、在籍学級担任と巡回指導教員が連携を図り、保護者も

参画しこれを作成する。また在籍学級での学習や生活の様子を適切に把握し指導計画や指

導方法の改善に努める。 

(3) 巡回相談心理士やスクールカウンセラー等の専門家との連携を図り、助言を指導に反映

させる。 

(4) 学校生活支援シートについては全教員で共通理解をはかり、確実に引継ぐことで、生徒

に対し一貫性のある指導を行う。 


